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道具の安全な使い方の指導を行った。
②大きな形を作る
事前に準備した下絵をもとに材料に墨で描き、余
分な部分をノコギリで落とす。時間の都合上、ス
タッフがチェーンソーを使って行った。
③ノミを使った粗彫り・中づくり
大きなノミで大まかなかたちを彫りだす。作業が
進むに従ってノミの種類も小さなものを用いる。
④小づくり・仕上げ
細かい部分には彫刻刀を用い、節穴があいた材料
は埋木をして形を整えた。
⑤作品の鑑賞会
仕上がった作品を参加者全員で鑑賞し、感想を述
べ合った。
以上、①から⑤は二日間の大まかな流れであるが、
これは我々が普段取り組んでいる木彫制作や授業と
同じ組み立てである。初心者向けに易しくなるよう
心がけたが原木から完成へと至る点では本物体験と
いうことが出来よう。
４.「親子制作体験教室」を終え
学生スタッフの援助があったとはいえ、参加者が
丸太から2日間（実質12時間）でノミを使って作品
を仕上げる集中力は目を見張るものがあった。アン
ケートの結果を見ても、難しさやしんどさについて
述べられてはいるが、それを上回る楽しさや充実感
について数多く述べられている。また作品の大きさ
もおおむね20㎝から30㎝立方のもので、「こんな大
きい作品がつくれるとは思わなかった」という感想
が多く寄せられている。また「参加前に期待してい
たものと実際に参加されて違いがありましたか？」
という設問に20名中17名が「期待以上に面白かっ
た」と回答しているのを見てもその満足度が伺える。
親子で汗流し仕上がった作品は大切な思い出の品と
なったに違いない。生涯にわたって美術を愛好する
心情の目覚めの一助となったといえよう。
指導する学生も自身の得意な面が生かせて、普段
の授業では見られない一面を見せていた。親子が制
作を通して触れ合う姿に接することも貴重な経験と
なったであろう。今後教育者となるか否かは別とし
ても、ものを作る人間としてこの体験は大切な糧と
なるにちがいない。その意味においても社会教育と
しての意義を見いだすことが出来よう。
今回参加された方々は参加の動機に「木彫を体験
してみたかったから」と回答された方が15名に上っ
た。もともと興味を持って参加されたのであるから
好意的な回答が寄せられるのは当然といえよう。今
後は興味を持つきっかけを作るような取り組みも検
討していかなければならない。「教育」というと少
し敷居が高いように感じられであろうが、ものつく
りや手を動かすというようなありふれたことの中に
こそ「教育」の端緒があることを忘れてはならない。
　　　　　　　　　　（いしだ・ようすけ　彫刻）
